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平成 20年 3月 29日制定 

平成 22年 4月 17日改正 

平成 24年 5月 19日改正 

平成 26年 6月 19日継承 

 

１．団体の名称 

 （１）正式名称 

    特定非営利活動法人 八幡浜元気プロジェクト 

 

 （２）英語名称 

Non Profit Organizations Yawatahama Genki Project 

 

 （３）略称 

    ＹＧＰ
わいじーぴー

 

 

２．団体の創立年月日 

  平成 18年８月１日 

 

３．法人の設立年月日 

  平成 26年 2月 23日（法人登記年月日：平成 26年 6月 19日） 

 

４．団体のロゴマーク 

 

 

５．コーポレートカラー 

  オレンジ色（みかん色） 

 

６．コーポレートスローガン 

  人の元気を、まちの元気につなげる 

 

 

 

 

 

基本計画書 
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７．目的 

  人の元気を、まちの元気につなげることを理念に、住民参加及び地域資源活用の事業を行い、市民

性の向上及び社会変革を起こす人材の発掘・育成を図ることをもって、八幡浜の活性化に寄与するこ

と。 

 

８．目標 

（１）地域資源を活用した市民参加のまちづくりを継続的に支援することで、八幡浜の活性化に貢献

すること。 

（２）様々な主体に対して、地域活動に関わるきっかけや手段を提供することで、豊かな市民性を育

む土壌をつくること。 

（３）人・物・金・情報のコーディネートを通して、有機的なネットワークを構築するとともに、社

会変革を起こすための人財の発掘・育成を行うこと。 

 

９．事業 

（１）つながり事業 

（２）まち育て事業 

 

10．団体の根底にある考え方 

 

企業行政

協働・支援

職員の参加

協働・支援

職員の参加

地 域 社 会

住民間の交流促進
（人間関係の構築）
住民間の交流促進
（人間関係の構築）

犯罪率・高齢化率
の低下

経済力・出生率
の増加

犯罪率・高齢化率
の低下

経済力・出生率
の増加 ポジティブフィードバック

ポジティブフィードバック

ポジティブフィードバック

住 民 住 民

ステージステージ

地域活動

従業員の参加

協働・支援

従業員の参加

協働・支援

SC形成SC形成

ポジティブフィードバ
ック

ポジティブフィードバ
ック

ポジティブフィードバ
ック

ＹＧＰ

マッチング・協働
新たな地域活動の誘発

マッチング・協働
新たな地域活動の誘発

協働・地域活動
参加のきっかけ
協働・地域活動
参加のきっかけ

協働・地域活動
参加のきっかけ
協働・地域活動
参加のきっかけ

地域の
コーディネーター
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＜解 説＞ 

 

（１）地域の構成員の中で、多くを占めるものは住民であり、まちづくりにおいて一番重視すべきものである。 

（２）住民は、日々就学・就労などを通し、生活の知恵や糧を得ている。 

（３）その中で、多くの縦の関係、横の関係を築いている。 

（４）就学や就労は、生きていくためには必要なものであるが、現代人はその中で多くのストレスを感じている。 

（５）就学や就労の合間、余暇を使って、ボランティア活動（市民活動）に参加することで、なかなか作ることのでき

ない横の繋がりを作ることができる。また、ボランティア活動を通じて、生きがいややりがい、楽しさが生まれる。 

（６）肩書きなどに関係しない住民同士の横の繋がりがたくさんできることで、地域の問題が解決される。ご近所付き

合いが活発になる。 

   小さなことでは、悩み相談（子育て・介護など）を通じて住民自身が元気になる。大きなことでは、犯罪やいじ

め問題、経済の不振を改善できる。例えば、横の関係を通じて、ビジネスマッチングなどが行われることもある。 

（７）ボランティア活動（市民活動）が、住民同士横の繋がりを作る上で重要なステージ（場）になっている。住民が

元気を取り戻すと同時に街の元気も取り戻す（人が元気になることで、街も元気になる）。地域力を向上させる原

動力となる。 

（８）元気になった住民は、就学や就労の場で、ボランティア活動（地域活動）で得た経験と人脈を活かすことができ

る。 

（９）ボランティア活動（地域活動）が活発になることで、住民が元気になり、地域の諸問題が解決、地域が活性化、

地域力が向上するという考え方を「ソーシャル・キャピタル（SC）」という。 

（10）私たち YGPは SCの考え方に基づいて、地域住民をボランティア活動（市民活動・地域活動）に巻き込んでいく。

そのために、他の地域活動団体との繋がり、行政、企業との繋がりを構築していく。 

（11）ボランティア活動（市民活動・地域活動）に参加したいという住民の受け皿となるとともに、人や仕事のマッチ

ング作業も行う。地域のコーディネート役となる。 

（12）この考えのもとで、「八幡浜の元気」を取り戻すための活動を行う。あくまで住民の手でここまで行うことに意味

がある。 
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【法人としての事業の成果】 

 

 私ども、特定非営利活動法人八幡浜元気プロジェクト（以下ＹＧＰ）は、「つながりを活

かした住民参加の促進と情報発信力の強化 －強みを活かした事業・体制づくり－」を２

８年度のスローガンに掲げ、「住民参加」と「地域資源活用」を図りながら、事業を行って

まいりました。特に、以下の４つのテーマについては、理事が中心となり、会員を巻き込

みながらその実現に向けて動いてまいりました。 

 

（１）中間支援事業の推進力の強化 

 みなと交流館等指定管理業務の第２期の初年度ということもあり、体制を新たに整

備し、みなと交流館職員とともに成果目標を共有しながら事業を実施しました。１ヶ

月に１回程度の中間支援ミーティングやグループウエアを活用し、関わる地域活動団

体の状況や講座開催に向けた進捗管理などを効率かつ効果的に行うことができました。 

 

（２）８８プロジェクトを軌道に乗せ、柱にする 

   ８８プロジェクトについては、「えひめいやしの南予博２０１６」開催にあわせて「Ｂ

ＯＣＯタワー世界選手権」をスタートし、独自プロジェクトとして、市内外へ活動や

その成果を伝えることができました。メンバー（正会員）に参画を促し、機会を提供

したことで、一人ひとりが主体的に考え、行動することができたと考えています。 

 

（３）住民参加の促進と情報発信力の強化 

   地域住民を対象にした「オチャップ」を開催したことで、地域に目を向けてもらう

きっかけを提供することができました。 

   また、ＹＧＰ事業等の発信については、内外へのつながり先をリスト化したうえで

メールマガジンを配信、また「活動参加シート」を新設・回収し、活動参加者への情

報発信を行いました。今後も継続し、メンバー（寄付者含む）の増強を図っていきた

いと考えています。 

 

（４）会員の「強み」を引き出し、活用した法人経営の構築 

   メンバー（特に正会員）に、参加だけではなく、「計画」の段階から関わるよう促し

たことで、「自分が関わりたい活動・プロジェクト等」を選択し、目標をもって取り組

むことができました。しかしながら、参加が特定メンバーに偏ったり、メンバー同士

のつながりが不足している部分があることから、今後は横のつながりがつくれるよう

工夫をしていくことが必要と考えています。 
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【各事業等の成果】 

 

１．つながり事業 

 

（１）まちづくり意見交換会（オチャップ） 

   平成 29 年 2 月 4 日（土）、八幡浜市消防署にて 18名で「まちづくり意見交換会（オチャ

ップ）を開催しました。昨年度は１回のみの開催となりましたが、普段なかなか関わる機

会が少ない消防署での開催ということで消防署とのつながりができ、消防署の機能や災害

時の役割等を知ることができました。市内の小学校へのチラシ配布により親子での参加や

フェイスブックのＰＲを通じて大学生の参加があり、家族の一員としての防災、地域の一

員としての防災、ボランティア団体の一員としての防災について考える貴重な機会となり

ました。今後はＰＲ活動を早めに行い、十分な参加者の確保、参加者、リピーターを増や

せるようにしたいです。 

 

（２）交流会 

   平成 28年 12月 10日（土）白浜小学校体育館にて 11名で「ＹＧＰなかよし運動会」を開

催しました。昨年度に続き、「チームしろまち」のメンバーにも協力依頼、計画、準備を行

ったことで、当日スムーズな運営となりました。運動会後、八幡浜市松柏（眞田井事務所）

にて交流会を開催しました。新しい出会いや、今までのつながりを更に深める、とても楽

しい機会となりました。土曜日の開催により、参加が難しい方が多く参加者が少なかった

為、開催曜日の検討が必要だと感じました。また、「ＹＧＰなかよし運動会」をきっかけに、

南予地方局との共催にて「ワイワイガヤガヤパーティー」の開催へとつなげることができ

ました。 

 

 

２．まち育て事業 

 

＜プロジェクト＞ 

 

（１）８８プロジェクト 

   ＢＯＣＯの認知度向上をもって、八幡浜の練り物産業に貢献するため、南予博の「南予い

やし体験プログラム」として「ＢＯＣＯタワー世界選手権」を５・８・10 月に実施しまし

た。開催当日には、「ＢＯＣＯ本」リーフレットの配布、練り物に関する◯×クイズの実施

など、練り物産業に関する認知度を向上させました。 

   「ＢＯＣＯタワー」に関しては、貸出パッケージの改善を行ったこともあり、たくさんの

貸出があり、普及に繋がりました。 

   八幡浜市のサブゆるキャラ「かまワンちゃん」を活用し、ラインスタンプの普及を図った
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ほか、「かまワンちゃん」グッズの製作・販売を行いました。また、「かまワンちゃん」目

線の八幡浜情報発信をはじめました。 

 

＜中間支援事業＞ 

 

（１）みなと交流間等指定管理業務における中間支援業務へのリソース提供 

   みなと交流館内の中間支援ミーティングを新たに設置し、職員とともに連携を取りながら

中間支援業務を行いました。必要に応じて、個別相談の対応や講師派遣、訪問同行等のフ

ォローアップを行いました。また、地域活動団体ポータルサイト「ＴＵＭＵＧＵ」（つむぐ）

の更新を行うとともに、サイトの更改を行いました。 

 

（２）中間支援パッケージの強化・売り込み 

   当法人が提供できる講座・ツール等を紹介した「活動紹介書」をもとに、地域活動団体や

や行政等に対し、当法人の活動を理解していただけるようメンバーで取り組みました。今

期は、八幡浜市子育て支援事業の一部を受託し、ワークショップ等を実施しました。 

 

（３）地域資源の魅える化・発信事業 

   住民参加を具体的に促進していくため、住民等自らが地域情報を「記者」となって

発信する地域情報発信ＷＥＢサイト「ＫＩＴＯＮＡＲＵ」（きとなる）を制作・公開し

ました。同サイト内では、八幡浜をはじめとした地域のグルメ、観光情報等を市民記

者約 20名が投稿しており、月間約 6,000ＰＶを獲得しています。 

   また、みなと交流館と連携し、「地域のお宝発見ワークショップ」を開催。地域にあ

る種（資源）を出し合い、着地型観光プログラムづくり及び団体育成に取り組みまし

た。 

 

 

３．事務局 

 

（１）基本計画書・５カ年計画の策定 

   これからのＹＧＰの方向性をまとめた「基本計画書」、「５カ年計画書」の策定を行

えませんでした。昨年度協議をした内容をもとに、さらに深い議論をしてきましたが、

年度内での取りまとめ・策定には至りませんでした。 

  

（２）情報共有 

  ① 理事者間での情報共有 

  原則毎月１回、理事会を開催しました。全体会との区別をつけたうえで、理事者

の議事持ち寄り形式で行い、限られた時間の中で効率的な会運営を行えました。また、

必要に応じてメンバーにもオブザーバー参加もあり、法人の運営に関与してもらうこ
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とができました。 

    なお、日常の情報共有・決定については、27 年度から導入しているグループウエ

ア「ｋｉｎｔｏｎｅ」（キントーン）をベースツールとして活用することができまし

た。 

 

② 正会員との情報共有 

    情報共有・チーム作り・レベルアップなどを目的に、全体会を月１回（原則：最

終木曜日）に開催しました。正会員一人ひとりが積極的に関与できるような雰囲気づ

くりを行うことができました。 

    なお、日常の情報共有・決定については、理事者間で導入している「ｋｉｎｔｏ

ｎｅ」（キントーン）をベースツールとして導入し、説明会を行いました。１名を除

き全員と連絡を取りあえるようにはなりましたが、十分な活用ができませんでした。 

 

（３）正会員の拡充とアプローチ 

   サポーターや活動参加者の中で、運営にも関わってもらえるメンバーが増えるよう、

フェイスブックや面談等により働きかけてきましたが、結果的には目標を達成するこ

とができませんでした。（純増：実績２名／目標５名）。 

 

（４）サポーター（支援者含む）の拡充とアプローチ 

今年度は本腰を入れてサポーター獲得に向け、メンバー全員で動いてきましたが、

結果的には目標を達成することができませんでした。（純増：実績３名／目標 10名）。 

 そのために、名刺交換による過去の情報やイベント参加者に対する連絡先情報の収

集を行い、活動を紹介したメールマガジンの配信を始めることができました。 

 

（５）ＰＲ活動（広報） 

   ホームページ、ブログ、フェイスブック、ツイッターを基本ツールとして、活動の

予告・結果などの情報を発信していきました。まずＹＧＰのファンになっていただけ

るよう、魅力的な情報発信に心掛けていきました。 

   また、紙ベースの「活動紹介リーフレット」や「活動紹介冊子」を積極的に活用し、

メンバーが持つそれぞれの機会を活かせるよう、ロールプレイングなどを通じて各々

でＰＲができるようにしました。 

 

（６）渉外活動 

   原則、ＹＧＰの独自事業を優先するとともに、受ける際は、組織内ルールに基づい

て、諾否・対応者等を決定していくことができました。 

   なお、講演・委員派遣については、①ＹＧＰの人財をグローバルに活用する（人財

育成・活用）②考え方や取組を広く周知する（広報）③委員輩出により、地域や他団

体に貢献する（地域貢献＋つながりづくり）の側面があることから、積極的に行って



 

- 11 - 

 

いきました。 

 

（７）会計 

当期は新たな試みとして、“ボランティアの人件費換算”を行いました。 

   ボランティアは無償で行うものなので、鈍感になりがちですが、もし同じ時間だけ

コンビニでアルバイトをしたら、どうでしょうか？当然ながらアルバイト収入を手に

することができます。つまり、アルバイト収入を犠牲にして、ボランティア活動を行

っていると考えるとすれば、お金ではなく、目には見えない労働力を寄付したと言え

ると思います。そこで、目に見えないボランティアの人件費を時間数×愛媛県の最低

賃金 717 円（H28.10.１公表）にて算出し、活動計算書に計上させていただきました。 

 

（８）事後管理（記録・評価） 

   イベントや活動等がやりっ放しにならないよう、事後の記録や評価の仕組みづくり

を行い、ノウハウの蓄積や報告業務の効率化を図りました。 

   評価については、外部評価として、アンケート調査を行いました。 
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イベント名 区分 開催日 場所 会員参加人数 非会員参加人数 活動時間* 評価

みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2016/4/15 みなと交流館 2 5 3 B
全体会 事務局 2016/4/21 眞田井事務所 7 0 2 B
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2016/5/7 みなと交流館 2 5 3 B
全体会 事務局 2016/5/26 眞田井事務所 7 0 2 B
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2016/6/3 みなと交流館 2 5 3 B
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2016/7/4 みなと交流館 2 5 3 B
事務局ＭＴＧ 事務局 2016/8/3 仮設事務所 2 0 2 B
今治おんまくにてBOCOタワー まち育て事業（プ） 2016/8/6 今治 2 40 4 B
市民記者ＭＴＧ まち育て事業（プ） 2016/8/7 ジョイフル保内店 1 1 3 A
【ま】八幡浜港拓ボランティア まち育て事業（プ） 2016/8/7 未記入 2 50 8 B
みなと交流館運営委員会 まち育て事業（プ） 2016/8/8 みなと交流館 2 0 3 B
まちむら取材対応 事務局 2016/8/13 アゴラマルシェシュシュ 1 1 1 A
(ま)BOCOタワー世界選手権 まち育て事業（プ） 2016/8/13 新町ドーム 4 200 3 B
市民記者ＭＴＧ まち育て事業（プ） 2016/8/13 仮設事務所 1 1 2 C
ＹＧＰ理事会 事務局 2016/8/23 眞田井良子事務所 6 0 2 B
梶原さん面談 事務局 2016/8/25 みなと交流館 2 1 2 A
ＭＢＣ岡田先生との打合せ まち育て事業（プ） 2016/8/26 眞田井良子事務所 1 1 1 E
事務局ＭＴＧ 事務局 2016/8/29 仮設事務所 3 0 3 Ｃ
ＹＧＰ全体会 事務局 2016/8/30 未記入 7 0 2 B
ＨＰ打合せ 事務局 2016/8/31 みなと交流館　会議室 1 1 3 B
地域のお宝発見ワークショップ① まち育て事業（プ） 2016/9/1 みなと交流館　会議室 2 7 2 A
みなと交流館運営委員会 まち育て事業（中） 2016/9/3 みなと交流館　会議室 2 5 3 B
市民記者カフェ① まち育て事業（中） 2016/9/4 保健福祉総合センター 1 4 3 B
地域のお宝発見ワークショップ みなと交流館 2016/9/11 みなと交流館　会議室 1 7 2 Ｃ
ＢＯＣＯタワーチャレンジ  みきゃんYouTube撮影 まち育て事業（プ） 2016/9/15 松山市保健センター 1 20 3 B
ＮＰＯ法人講座 まち育て事業（中） 2016/9/16 みなと交流館　会議室 1 13 3 B
市民記者ＭＴＧ まち育て事業（中） 2016/9/25 喫茶アニマル 1 1 1 B
ＹＧＰ理事会 事務局 2016/9/26 眞田井事務所 5 0 3 Ｃ
事務局ＭＴＧ 事務局 2016/9/28 ＹＧＰ仮設事務所 3 0 3 B
ＹＧＰ全体会 事務局 2016/9/29 眞田井事務所 8 0 2 B
事務局（システム）ＭＴＧ 事務局 2016/10/1 松山市内 2 0 3 B
北浜まつり 渉外活動（イベント等協力） 2016/10/2 白浜地区公民館 5 1 9 A
なぜ『油屋 菊池清治邸』は、八幡浜に必要か！ 渉外活動（イベント等協力） 2016/10/5 松蔭地区公民館 1 32 2 A
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2016/10/6 みなと交流館 2 5 3 B
Ｃｏｔｏｈａｎａ現地見学受入（説明） 事務局 2016/10/10 ゆめみかん会議室 1 15 1 B
市民記者カフェ①（ありんど高知） まち育て事業（中） 2016/10/15 松蔭地区公民館 4 7 4 A
ＷＥＢサイトトエビス打ち合わせ まち育て事業（中） 2016/10/15 トエビス事務所 1 2 2 B
ＢＯＣＯタワー世界選手権③ まち育て事業（プ） 2016/10/16 みなと交流館ホール 8 80 5 Ｃ
内閣府研修事例発表 渉外活動（委員・講師派遣） 2016/10/18 高知市高知城ホール 1 35 6 A
みんなで運営する組織になる仕組み まち育て事業（中） 2016/10/19 みなと交流館 3 13 3 B
第１回八幡浜Ｇo！Ｍｅサミット みなと交流館 2016/10/21 みなと交流館ホール 2 9 2 B
観光おもてなし講座　八幡浜の「日常力」を磨くコツ みなと交流館 2016/10/23 みなと交流館ホール 2 31 2 A
BOCOタワーテレビ愛媛取材 まち育て事業（プ） 2016/10/23 八代中学校文化祭 3 15 1 A
ＹＧＰ全体会 事務局 2016/10/25 眞田井事務所 8 0 2 B
元気プロジェクトネットワーク会議 つながり事業 2016/10/29 松蔭地区公民館ホール 3 20 5 B
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2016/11/6 みなと交流館 2 5 3 B
南予の若い衆集まり祭（県支局主催） つながり事業 2016/11/7 白浜小学校・みなと交流館 5 60 9 A
ＹＧＰ理事会 事務局 2016/11/15 眞田井良子事務所 6 0 3 B
BOCOタワー出展 まち育て事業（プ） 2016/11/20 宇和島きさいや 4 30 4 Ｃ
子育て応援ワークショップ まち育て事業（中） 2016/11/24 魚市場多目的ルーム 2 30 3 A
市民記者カフェ② まち育て事業（中） 2016/11/25 県八幡浜支局７階中会議室 2 6 1 B
ＹＧＰ全体会 事務局 2016/11/29 眞田井良子事務所 7 0 2 B
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2016/12/2 みなと交流館 2 5 3 B
ＹＧＰなかよし運動会・忘年会 つながり事業 2016/12/10 白浜小学校 9 3 9 A
全体会（来年度ドリームミーティング） 事務局 2016/12/11 眞田井事務所 5 0 3 A
寄付月間キャンペーン みなと交流館 2016/12/11 みなと交流館 1 2 3 Ｃ
クリスマスオレンジフェスティバル 渉外活動（イベント等協力） 2016/12/23 八幡浜みなっと 2 30 11 B
事務局会 事務局 2016/12/26 仮設事務所 3 0 4 B
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2017/1/7 みなと交流館 2 5 1 B
オチャップ打ち合わせ（消防署） つながり事業 2017/1/15 八幡浜消防署 3 2 A
理事会 事務局 2017/1/17 眞田井事務所 4 0 2 B
事務局会 事務局 2017/1/19 仮設事務所 3 0 3 B
YGP全体会 事務局 2017/1/26 消防署 7 0 2 B
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2017/2/2 みなと交流館 2 5 3 B
オチャップ つながり事業 2017/2/4 八幡浜市消防署本部 7 11 4 A
地域教育実践交流集会南予ブロック編 渉外活動（イベント等協力） 2017/2/4 愛媛県歴史文化博物館 1 35 3 Ｃ
八幡浜市の空き家対策ー公開講座ｉｎ八幡浜 事務局 2017/2/5 八幡浜市民会館３Ｆ 3 50 3 B
ＹＧＰ理事会（２月） 事務局 2017/2/14 眞田井良子事務所 4 0 3 A
Ｎカフェ（社会人だってワクワクしよう） 渉外活動（イベント等協力） 2017/2/18 三島神社・喜久家 1 5 B
長浜マルシェ 渉外活動（イベント等協力） 2017/2/18 長浜 2 25 4 B
ＹＧＰ全体会 事務局 2017/2/23 眞田井良子事務所 8 0 2 B
ワイワイガヤガヤパーティー 渉外活動（イベント等協力） 2017/2/25 白浜小学校体育館 7 60 9 A
みなと交流館運営委員会 みなと交流館 2017/3/3 みなと交流館 2 5 3 B
クリーンプロジェクト（プレート付・植樹） 事務局 2017/3/11 フラワーゾーン 3 0 1.5 A
地域活動団体交流会 みなと交流館 2017/3/11 みなと交流館 1 13 3 B
かまぼこ料理検討会 まち育て事業（プ） 2017/3/12 八幡浜魚市場多目的ホール 7 0 5 A
福祉のつどい第２回実行委員会 渉外活動（イベント等協力） 2017/3/15 保健総合福祉センター 1 28 2 B
BOCO考える会 まち育て事業（プ） 2017/3/16 眞田井事務所 4 0 1 A
全体会 事務局 2017/3/23 眞田井事務所 4 0 2 Ｃ
ボランティア市内清掃 渉外活動（イベント等協力） 2017/3/25 新町ドーム 1 2 A

注30分以下切上  
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監査報告書 
 

特定非営利活動法人 

八幡浜元気プロジェクト 

代表理事 濵田 規史 殿 

 

平成 29 年 6 月 9 日 

特定非営利活動法人 

八幡浜元気プロジェクト 

 

監 事               

 

 

私は、｢特定非営利活動促進法｣第 18 条の規定に基づき、特定非営利活動法

人八幡浜元気プロジエクトの平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日まで

の平成 28 年度における財産の状況及び業務執行の状況について監査を行いま

した。 

 

Ⅰ 監査の概要 

１．財産の状況に関する監査 

計算書類(収支決算書、財産目録、賃借対照表、活動計算書)を元に、帳簿、

証拠書類等の閲覧、照合、聴取を行いました。 

 

２．業務執行に関する監査 

月次の報告書を確認し、又理事から業務報告を受け、関係書類の閲覧等、

必要と認められる方法により監査を行いました。 

 

Ⅱ 監査の結果 

１．会計処理は一般に公正妥当と認められる会計原則に則って適正に処理され

ているものと認めました。 

２．事業報告書の記載内容は真実であると認められました。 

３．理事の業務執行に関して、法令及び定款に基づき適正に執行されているこ

とを認めました。 

 

 


